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【文学部 学部間協定留学】 留学報告書 

記入日 ２０２６年２月１０日 

所属 文学科日本文学専攻（学科/専攻） 

留学（渡航）した時の学年 ３年生 

帰国年月日 ２０２６年１月１８日 

明治大学卒業予定年月 ２０２７年３月 

留学先大学について 

留学先国 韓国 

留学先大学 
高麗大学（日本語名） 

 

고려대학교（現地言語名） 

現地使用言語/ 授業使用言語 韓国語・英語/韓国語 

留学期間 ２０２５年８月～２０２６年１月 

留学先大学で在籍した学年 ３年生 

留学先の所属学部等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：      

（現地言語での名称）：      

 

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している 

その他：      

形態 国立 公立 私立 その他：      

学年暦 
記入例：1学期/4月上旬～7月下旬、        

2学期/9月中旬～2月上旬 

1学期：3月～６月末       2学期：9月～12月末 
 

3学期：     ～            4学期：     ～      
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留学費用 

留学費用項目 
現地通貨  

(ウォン) 
日本円 備考 

授業料 ０      円 
交換留学のため高麗大学に納める授業料は

無し（明治大学の学費のみ） 

宿舎費 ３,2５０,０００      円 

月 65万ウォン×５ 

シェアハウスだったので光熱費も家賃（管理

費）に含まれていました。 

食費       293,909円 ほとんど外食でした 

図書費 50,000      円 授業用のテキストや本を買いました 

学用品費 ０      円  

携帯・インターネット費 237,600      円 

JK モバイルで契約しました。プリペイド式 SIM

でしたが問題なく使えました。国際電話をかけ

てしまい余分に購入することになりました。 

現地交通費 150,000      円      （ 大学まで徒歩・自転車） 

教養娯楽費            円       

被服費 200,000      円 
大学の公式ジャケット（安く購入でき 4000 円

ほど）などを購入しました。 

医療費 ０      円 
東京海上日動の提携病院・薬局に行ったた

めかかりませんでした。 

保険費       46,760円 形態：5か月のプランに加入しました 

渡航旅費       55,496円 

帰りの飛行機を仁川―羽田で探したため高く

なりました。荷物は郵便で送り、追加が無いよ

うにしました 

ビザ申請費 ０      円       

雑費 100,000      円 突っ張り棒やコロコロを買いました 

その他 100,000      円       

その他            円       

合計 4,087,600 396,165円 合計 80万円ほどになると思います。 

※ 数字は半角で入力してください。 例）520,000 

 

渡航関連 

渡航経路 

往路 出発地：成田 目的地：仁川 経由地：      
 

復路 出発地：仁川 目的地：羽田 経由地：      

渡航費用  

① 往復チケットを購入した場合 

航空会社： 

 

料金：      
 

② 片道ずつチケットを購入した場合 

往路 航空会社：エアプレミア   料金：19,660円 
 

復路 航空会社：大韓航空   料金：324,000 ウォン（35,836円）         ∴合計：55,496円 

航空券購入方法 
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旅行代理店（店名：     ）  

 

インターネット（サイト名：     ） 

 

その他（公式サイト） 

滞在形態関連 

1）種類（留学中の滞在先）（例：アパート、大学の宿舎など） 

学生寮（寮の名前：     ）     アパート    ホームステイ 

2）部屋の形態 

個室   相部屋（同居人数     ） 

3）共有部分 

バス  トイレ  キッチン（ 自炊可 自炊不可）  

4）住居を探した方法： 

バイト先の先輩が高麗大学に留学した経験があったため紹介してもらいました。 

5）感想：（滞在先の感想とこれから留学する人のためのアドバイス） 

一軒家を改造したシェアハウスに住んでいました。家の中の共通言語は英語なため大変でしたが語学力向上につながりました。学

校まで徒歩 15分で、学校付近の栄えている町とは反対側でしたが住みやすかったです。6か月以内の滞在だとワンルームを契約

しづらく、家賃や保障金を交渉して契約している友人もいました。 

現地情報 

1)留学期間中、病気やケガをしましたか。した場合、どこで治療を受けましたか。（例：現地の病院、学内の診療所） 

なし 

あり （治療を受けた場所：ロハス医院） 

2）留学期間中、学内外で問題はありましたか。あった場合、誰に相談しましたか。 

（例：留学先大学の相談窓口、現地の友人等） 

なし 

あり （問題の内容や相談した人等：     ） 

3）現地の危険地域情報をどのように収集し、どのような防犯対策をしましたか。また、実際に盗難等を含む犯罪に巻き込まれたこ

とはありますか？その際どのように対処しましたか？ 

外務省に在留届を出していたため、大使館からのメールを見ていました。デモなどもありましたが、直接影響を受けたことはありませ

んでした。 

4）携帯電話や、インターネットについて、現地での利用・接続はいかがでしたか。 

（例：寮のインターネット接続が不安定で１週間に１度は全く繋がらない時がある。街にあるほとんどのカフェでは WIFI 接続が可能で

あったので、寮で使用できない時はカフェに行った。） 

国際電話をかけてしまい、プリペイド式だったので追加購入することになってしまいましたが、不便な点はありませんでした。 

5）現地での資金調達はどのように行いましたか？（例：現地に銀行口座を開設して日本の親から送金してもらった。銀行口座は現

地で外国人登録をしないと開設できない。また、クレジットカードも併用していた。） 

銀行のグローバル ATM にて自分の日本口座から韓国ウォンで引き出していました。外国人登録をした後、ハナ銀行を開設しデビ

ットカードを作ったため、そこに自分でお金を入金し使っていました。カード文化なので半年でも口座を開設することをお勧めします。 

6）現地では調達できない日本から持っていくべき物があれば教えて下さい。 

変換器、インスタント味噌汁、コンタクト、薬（風邪薬、痛み止め、塗り薬など）、ムヒ(韓国の蚊強いです)、折り畳み傘、貼るカイロ(貼

れるタイプは見なかったです)、日本のお菓子をもっていって配ると話のタネになります。 
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学習・研究活動についてのレポート（履修した科目ごとに記入） 

1)留学先で取得した単位数合計 
本学で認定された単位数合計 

※該当項目にチェックのうえ、記入して下さい。 

１７単位 
10単位 

単位認定の申請はしません(理由：     ) 

2)履修登録の時期・方法及び履修制限  

  出発前  出発後 

  派遣先大学の事務室  オンライン  メール  その他（     ） 

  履修の制限があった：      

3)以下は留学先で履修した科目についてのレポートです。今後留学をする人たちへのアドバイスも含めてお書き下さい。記入スペ

ースが足りない場合は、A4用紙で別途作成し、添付してください。 

履修した授業科目名（留学先大学言語）： 履修した授業科目名（日本語）： 

한일어대조연구 韓日語対照研究 

科目設置学部・研究科 日語日文学科 

履修期間 9－12月 

単位数 ３ 

本学での単位認定状況 2単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 対面講義、後半はグループ発表（チュートリアル、講義形式等） 

授業時間数 １週間に７５分が２回 

担当教授 주현속 

授業内容 

韓国語と日本語を比較し、両言語について学びました。言語学に近い内容でした。受講生の三

分の一が日本人だったため、学期後半は韓国人２日本人１でグループとなり論文についての発

表をしました。 

試験・課題など 中間試験あり。発表が期末試験の代わりとして評価されました。 

感想を自由記入 

日本語で開講されている講義でしたが、教授は韓国人なため生徒と教授が韓国語で議論する

こともありました。試験は日本語でした。パソコン・タブレットにて授業資料を見る形でした。 

 

 

履修した授業科目名（留学先大学言語）： 履修した授業科目名（日本語）： 

일본어교과교재연구및지도법 日本語教材研究および指導法 

科目設置学部・研究科 日語日文学科 

履修期間 ９－１２月 

単位数 ３ 

本学での単位認定状況 2単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 対面講義、グループ発表（チュートリアル、講義形式等） 

授業時間数 １週間に７５分が２回 

担当教授 조영남 
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授業内容 
日本語教育学の視点から、学習法・指導法を学びました。また生徒５－６人のグループで、日

本語で授業を行いました。 

試験・課題など 中間試験はなく、期末試験のみ。発表も評価に含まれる。 

感想を自由記入 

日本語で行われる授業でした。教授が日本への留学経験があったため、韓国語を話しても翻

訳して下さり、終講後には受講していた交換留学生と 3 人でご飯にも行きました。とてもフレンド

リーな教授でした。日本語についてネイティブはどう使うのかなど聞かれることもありました。日本

語を第二言語として教える際の注意点を知ることができたため、現地の友人と話す際に実践し

ていました。 

履修した授業科目名（留学先大学言語）： 履修した授業科目名（日本語）： 

일본소설이해     日本小説の理解 

科目設置学部・研究科 日語日文学科 

履修期間 ９－１２月 

単位数 ３ 

本学での単位認定状況 2単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 対面講義（チュートリアル、講義形式等） 

授業時間数 １週間に７５分が２回 

担当教授   정수진    

授業内容 日本小説を読み、それを韓国語に翻訳していました。葉山嘉樹や村上春樹を読みました。 

試験・課題など 中間・期末試験。試験内容は本文の漢字にフリガナをふることと、韓国語への翻訳でした。 

感想を自由記入 

韓国語で行われる授業でした。日本小説を日本語で音読し、そのまま韓国語に翻訳するので

韓国語初心者は大変かと思います。日本人留学生が一人という事もあり、日本の文化につい

て意見を求められることもありました。韓国語に翻訳された文庫本を買うことを求められました

が、自分は日本語版でいいとおっしゃって下さるなど優しい教授でした。 

 

履修した授業科目名（留学先大学言語）： 履修した授業科目名（日本語）： 

한국어 중급 1  韓国語中級１ 

科目設置学部・研究科       

履修期間 ９－１２月 

単位数 ３ 

本学での単位認定状況 2単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 対面講義（チュートリアル、講義形式等） 

授業時間数 １週間に７５分が４回 

担当教授 이지민 

授業内容 

交換留学生のみが履修する韓国語の授業でした。高麗大学が作成したテキストを使いました。

韓国語で日常生活を円滑に行える程度のコミュニケーション能力の育成と、韓国語で大学での

学問活動を行うための基礎的な語彙や文法などを学びます。 

試験・課題など 
中間・期末試験として、文法確認の筆記テストとスピーキングテストがありました。中間は自己紹

介を生徒のまえで行い、期末は先生と一対一のインタビュー形式でした。 

感想を自由記入 

先生が面白く、クラスの雰囲気がとても良かったです。まずは文法を使ってみよう、間違えても

平気だよ、という先生だったため発言が多く活発なクラスでした。初級から中級に上がった人が

多い授業なので内容も易しく、それが基礎力の底上げとなりました。 
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履修した授業科目名（留学先大学言語）： 履修した授業科目名（日本語）： 

   한국어중급말하기   韓国語中級スピーキング 

科目設置学部・研究科       

履修期間 ９－１２月 

単位数 ２ 

本学での単位認定状況 1単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 対面講義（チュートリアル、講義形式等） 

授業時間数 １週間に７５分が２回 

担当教授   이지현     

授業内容 
中級レベルの表現と文法を使って行われるスピーキングの授業です。また決められたテーマに

沿って一人一回発表がありました。 

試験・課題など 
中間試験は筆記試験と先生と一対一のインタビュー、期末試験は先生と一対一で行われるイ

ンタビューのみでした。 

感想を自由記入 

交換留学生だけでなく正規学生も受講していました。中級の授業と被っていない文法が多かっ

たので学びになりました。また話すことにより口が韓国語に慣れ、語学力が伸びた理由の一つだ

と思います。 

 

履修した授業科目名（留学先大学言語）： 履修した授業科目名（日本語）： 

콘텐츠로배우는한국문화와한국어     コンテンツで学ぶ韓国文化と韓国語 

科目設置学部・研究科       

履修期間 ９－１２月 

単位数 ３ 

本学での単位認定状況 1単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 対面講義（チュートリアル、講義形式等） 

授業時間数 １週間に 75分が 2回 

担当教授   정환민    

授業内容 

韓国の伝統遊びで文化を学んだり、韓国の時代劇をみて表現や歴史を学んだりしました。韓国

ドラマから表現方法をまなぶこともありとても楽しく受けられましら。英語講義でしたが、実際は英

語 60％韓国語 40％でした。 

試験・課題など 
中間試験はネット上での試験でした。期末試験は対面でしたが、授業資料を持ち込めました。

期末代わりの課題も対応してくれたので、他の授業でもまずは担当教授に確認してみてださい。 

感想を自由記入 

正規留学生も履修していたので友達の幅が広がりました。グループワークとしてロシア人の子と

水原に日帰り旅行をしたりとなかなかできない経験でした。期末試験が緊急一時帰国と重なっ

てしまったのですが、代わりの課題を設定して下さり無事単位を取得できました。 
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卒業後の進路について 

1) 進路 ※３年生以下の方は今後の予定を記載してください（下記 2以降は記入不要） 

就職   進学   未定   その他：      

2)進路決定の際に活用したウェブサイト、書籍、機関など 

      

3)就職を選択した方は、差し支えなければ内定先を教えて下さい。また、その企業を選んだ理由も教えて下さい。（内定を得た企

業すべての名前、あるいは入社すると決定した企業の名前のみでも構いません） 

※就職活動をこれから始める場合は、差し支えなければ現時点で希望する業界、職種等を教えて下さい。  

      

4)就職活動中・終了に関わらず、就職活動について感想・アドバイスをお願いします。 

（例：留学中の就職活動へ向けた準備、帰国後に就職活動を始めるにあたり注意すること等。就職活動を不安に思い、留学を断

念する方もいます。ご自身の経験を踏まえてアドバイスをお願いします。） 

※就職活動をこれから始める場合は、留学経験を通して就職活動に対する意識や希望する就職先の変化等を教えてください。 

就職活動が本格化する 3 年秋学期からの留学でした。サマーインターンに申し込んだり合同説明会に行ったりと、出発までにでき

る就職活動をしました。留学を通して語学を使う環境への興味が強まり、ホテル・観光業界も見るようになりました。留学に行くこと

で自分の強みが増えたので、就職活動を理由に諦めるのはもったいないと思います！ 

5)進学を選択した方は、差し支えなければ進学先を教えて下さい。 

      

6）進学を志す留学希望者に向けたアドバイス（準備、試験対策等）をお願いします。 

       

7) その他を選択した方は、その進路を選択した理由と、留学希望者に向けたアドバイスをお願いします。 

      

 

留学に関するタイムチャート 

留学するまでの準備、試験勉強、留学中、留学後、特に留学に関連して発生した事項を記入してください。 

（例：語学試験の勉強、選考、出願、ビザ申請・取得、航空券購入、予防接種、滞在先の確保、留学中の中間試験、 

期末試験、その他イベント等） 

 

留学開始年の前年 

1月 ～  3月       

4月 ～  7月       

8月 ～  9月 応募書類提出 

10月 ～ 12月 選考、TOPIK取得 

留学開始年 

1月 ～  3月 3週間の短期留学（個人） 

4月 ～  7月 ビザ申請、航空券購入、滞在先確保 

8月 ～  9月 高延戦、HI-ipsikenti 

10月 ～ 12月 10月中間試験、12月期末試験、航空券購入 

留学/帰国年 

1月 ～  3月 語学堂（冬休み）、帰国 

4月 ～  7月       

8月 ～  9月       

10月 ～ 12月       
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留学体験記 
 

※ この留学先を選んだ理由、留学生活全般について、また、これから留学を志す後輩学生へのアドバイスなど、 
自由に記入してください。 

 

 

高校生の時に韓国ドラマを見て、その面白さに魅了されました。それと同時に kpop にも関心を持ち、高校三年生

の時に韓国語の勉強を始めました。明治大学入学後、日本と韓国は近いのに使っている言語が全く違う事、その中

で似ている単語があることから語学という点で韓国への興味が強くなり、韓国語という言語に憧れて勉強するようにな

りました。大学二年次の夏に大邱大学との短期留学プログラムに応募しました。結果は不採用でしたが、この経験をき

っかけに本格的な留学を目指すようになりました。十分な語学力を身につけた上で留学したいと考え、三年次秋学期

での留学を決めました。 

文学部では毎学期必修の基礎演習があるため、三年次秋学期分は四年次秋学期に履修することになりますが、

それでも「挑戦しなかった後悔」を残したくないという思いから留学を決意しました。結果として、この選択に後悔はな

く、自身の将来や学びについて改めて考える貴重な経験となりました。 

 

 高麗大学では多種多様な授業が開講されています。自分が本当に興味のある授業を取ることが大切です。履修登

録は先着順なため履修スケジュールを確認し準備してください。韓国の学生は本当に勉強熱心で、地下に 24 時間

開いている自習室がありました。学校の施設を使い倒して、楽しみながら勉強してください！！ 

 

 交換留学生が必ず入る KUBA というサークルには、世界各国から来た留学生と、韓国人のバディーがいます。ほと

んどの会話が英語で行われるため、韓国語のみでは不安になるかもしれません。バディーも多くは英語を使いたくて

参加している人が多かった印象ですが、中には日本が大好きなバディーもいるので、過度な心配はしなくても平気で

す。KUBA では定期的に飲み会やロッテワールド、MT などがイベントが開催され、交流できる機会が多かったです。こ

のようなサポートがあるのは高麗大学のみと聞きました。学校生活がさらに楽しくなったので、高麗大学おすすめで

す。 

 一年留学の日本人の子と仲良くなり、その子が外国人の友達が多かったおかげで私も交流の輪が広がりました。私

は英語がそこまで喋れないのですが、それでも英語を使うコミュニティに参加していました。外国の方が日本語をしゃ

べってくれると嬉しいように大半の人は「あの子英語できないけど英語喋ってるよね」より、「自分の言語を頑張ってしゃ

べってくれている。理解してあげたい」と思って助けてくれますし、語学力を上げることに繋がります。また言語交換にも

なるのですごく楽しかったです。韓国語だけでなく英語も学べたのでとても良かったです。たくさん喋ってみてください。

自分のためになります。 

 

 日本で言う早慶戦のようなコヨンジョンや、卒業生のために開催され在学生も参加できる HI-ipsiｒenti など秋学期に

も行事はたくさんありました。交換留学生も参加可能なので、ドラマで見るような韓国の大学生活を体験することがで

き、とても楽しかったです。一学期の留学生活でしたが、本当に濃く、充実した留学生活を送れました。 

 

 異国の地なので緊張するし、寂しいと思います。ですがその思いが吹き飛ぶくらい忘れられない経験ができます。や

らない後悔よりやる後悔、悩んでいるならぜひ挑戦してみてください。応援しています。 

 


